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赤道域対流圏の偏光ライダー観測

Polarization lidar observations of the equatorial troposphere
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　我々は赤道直下のインドネシア・コトタバン（100.3°E, 0.2°S）に、地表から中間圏界面高度までの広い領域をカ
バーする大型高機能ライダーを設置し赤道領域の大気観測を行っている。本ライダーは、赤道域での成層圏上部から下
部熱圏までの垂直温度構造と中間圏界面近傍の金属原子層の観測に加え、熱帯積雲対流活動などに重要な役割を担うエ
アロゾルや水蒸気の鉛直分布の観測を統一的に行っている。
　今回、送信レーザはそのままで新たに対流圏の中層雲、シーラス並びにエアロゾルの偏光解消度の精密測定が可能

となる受信系を増設した。これにより特に対流圏中層（高度 5～6km）付近の偏光解消度が昼夜ともに観測可能になり、
雲内の液滴／氷晶の識別が可能になった。赤道大気レーダによる鉛直風観測結果と合わせて、この高度の雲の発生機構
解明が期待出来る。講演では初期解析結果を紹介する。
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